
南九州大学人間発達研究　第12巻　（2022）

55

大学でのプログラミング学習導入とデジタル教科書の活用について

社会科教育・教育方法学研究室　酒井 喜八郎

1 . はじめに
本稿は、南九州大学の子ども学科の学生を対象

にデジタル教科書とプログラミング教育の活用に
ついての実践報告である。

①2021年度、小学校教諭や幼稚園教諭・保育
士などの教員を志す学生に、現在、文部科学省
が進めるGIGA（Global and Innovation Gateway 
for All）構想に対応して、SCRATCH JUNIOR 
とSCRATCHのプログラミング学習の授業実践を
実施した。

②プログラミング学習の授業の導入では、プロ
グラムには、順次構造、分岐構造、反復構造の 3
つがあることや、それらの構造が身近な家電等に
も使われていることを説明し、プログラミング思
考の重要性について考えた。

③デジタル教科書と紙教科書のメリット・デメ
リットを話し合うことで、メディアリテラシーや
情報活用力を育成するようにした。

２．実践の内容
南九州大学の子ども教育学科の学生を対象に、

デジタル教科書とプログラミング教育の活用法に
ついて授業をした。まず、小学校社会科のデジタ
ル教科書を紹介し、その後、デジタル教科書と紙
教科書のメリット・デメリットを話し合うことで、
メディアリテラシーや情報活用力を育成するよう
にした。当初は、外国語科のデジタル教科書も考
えたが、他教科と比較し高いので、社会科のデジ
タル教科書のみに絞った。ただし、これも価格が
紙より高いので、小 5 （産業学習）、小 6 （歴史
学習）の 2 つに絞った。価格や活用度から言うと、
社会科教科書の歴史絵史料は、デジタルが鮮明で、
細かい部分の分析には適しているが、いろいろな
資料の総合的な考察には紙の教科書が適してい
る。また、総合学習への活用を考えるため、幼児
教育の授業 2 コマのうち、 1 コマはOECDの
STARTING STRONGの話、もう1コマで、全国
の幼稚園や小学校でも少しずつ活用されている
SCRATCH　JUNIORや、SCRATCH1 ）を紹介し
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たところ、協調学習をしながら、子どもが楽しめ
る「隕石のゲーム」や「サーカスのゾウを動かす
プログラム」など新しい作品を生み出す学生たち
が出てきた。実際に、プログラミング学習を体験
させたことは、現在、学校現場で導入されつつあ
る１人１台端末に対応し、今後、小学校教員や幼
稚園教員、保育士を目指す学生たちにとって、意
義があり、好評であった。

写真１：SCRATCHのプログラムを組みサーカスのゾ
ウの動きを考えたグループのパフォーマンス

写真２-1：ノートパソコン上で、SCRATCHのプ
ログラミングに熱心に取り組む学生たち

写真２-2：学生の考えたプログラムとゲーム画面
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４．考察
どの講義の受講生たちも、授業の感想にあると

おり、プログラミング学習やICT教育に意欲的、
主体的に取り組むことができた。特に、GIGAス
クール構想により、小学校現場に、プログラミン
グ学習やデジタル教科書が導入されることに対し
て、教育関係の仕事を目指す学生たちにとっても、
今後加速度的に導入されるデジタルやプログラミ
ング学習の重要性を深刻に受け止め、喫緊の課題
として考えていることがわかる。

今後、南九州大学のカリキュラムや講義に、こ
のICT教育やプログラミング学習を組み込んでい
く必要があることが示唆された。

５．今後の課題
2022度より、文部科学省は、プログラミング学

習やICT教育を必修化している。その理由は、AI
やデジタル化が進む現代社会において、プログラ
ミング的思考力の育成が課題となっているからで
ある。

GIGA構想により、小学校現場では、一人一台
端末が、奨励されている。ICT教育におけるデジ
タル教科書の授業への活用と、プログラミング学
習の在り方について考えることは、本大学におい
ても喫緊の課題である。

今後、今回のICT教育、プログラミング学習の
実践の成果をもとに、さらに、大学の社会科教育
法などの講義の中に取り入れて、学生たちに情報
活用力やメディアリテラシーを育てていきたい。

註1）　Scratch（スクラッチ）は、Scratch財団
がマサチューセッツ工科大学（MIT）と共同開
発する、 8 ～16歳のユーザーをメインターゲット
にする教育プログラムのことである。
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謝辞
近年、学校現場で導入が注目されているGIGA

構想によるデジタル教科書やプログラミングにつ
いて10か月の短い間であるが試行錯誤しながら考
えてきた。今後、さらに、この分野は、学校現場
でも、重要になってくるのでさらに講義を工夫し、
ICT活用の研究を進めていきたいと考える。今回、
このテーマを考えることができた学長裁量費の機
会に感謝したい。
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写真３：プログラミング学習のアクティブラーニ
ングに充実した表情の受講生たち

３．学生の授業の感想
実際に、ゼミや社会の講義、幼児教育の講義で、

ICT教育を実践することで、学生たちが関心を持
ち意欲的に主体的に学ぶことができた。

受講生たちの感想は次のとおりである。
⑴　社会科教育法、社会の講義の感想
・ディスカッションを通して、「デジタル教科書
と紙の教科書それぞれのメリット、デメリットに
は何があるか？」、について様々な意見を聞くこ
とができて、面白かった。
・日本の都道府県のスクラッチ（東京学芸大附属
小作成）の実践事例の紹介が興味深かった。
・社会を通して、プログラミング、地域教材を使っ
た授業などについて学ぶことができた。これから
の時代に求められていくプログラミング学習につ
いて学ぶ機会や向き合う機会になったことはとて
も重要な機会となったと感じている。ありがとう
ございました。
⑵　個別ゼミでの感想：「紙教科書とデジタル教
科書どちらがよいか？」

個別ゼミを通して、現在の事（社会問題）につ
いてみんなで話し合いをしたり、先生が用意して
くださった資料（例えば、紙とデジタル教科書ど
ちらがよいか？）を読んだりすることができ、こ
れまで以上に教育について関心を持つことができ
ました。特に、印象的だったこととして、毎回の
活動を行う際にみんなで感想を言い合ったり、友
達の発表に対して意見を述べたりしたことが挙げ
られます。ただ単に、話し合いや活動を行うだけ
ではなく、みんなの感想等を聞くことで、みんな
それぞれ活動から得られたことは違うことに気づ

き、様々な視点から活動を捉えることに繋がりま
した。先生を含めたみんなで、話し合いをした
り、活動したりと楽しくゼミを行うことができた
ため、良かったです
⑶　保育・幼児教育の授業の感想

コロナ禍の実習代替科目で実施したプログラミ
ングの学習は受講生に好評であった。受講生全員
が、新しく学んだスクラッチやスクラッチジュニ
アのプログラミング学習に興味関心を持ち、これ
からも学校現場や幼稚園などで活用したいという
意欲を示した。

受講生たちの感想は次のとおりである。
・「今日スクラッチを初めて行いました。操作が
難しく大変でした。しかし、グループで分かれて
作品をつくることができました。また機会があっ
たらしてみたいです。」
・「私たちのグループはアラジン風の作品をつく
りました。ゾウが動いてサーカスのようになりま
した。面白さもあって良かったです。」
・「本日はお忙しい中、ありがとうございました。
立派な保育士になれるよう頑張ります。」
・「協調学習を通して、いろいろなアイデアや発
想が生まれてとても刺激のある学習だと感じまし
た。」
・「子どもたちも協調学習を取り入れることで新
たな発見や学びにつながると感じました。本日は
お忙しい中、楽しく講義をしてくださり、ありが
とうございました。」
・「初めてのプログラミングに触れてみると、動
きの繰り返しや、場面展開などうまく組めずにと
ても大変で難しかったです。プログラムの作り方
についても、順次構造、分岐構造、反復構造の３
つがあることを知り、それらの構造が身近にある
ことを知り、それらの構造が身近にある家電にも
使われていることを改めて実感することができま
した。幼児期でのプログラミング教育についてメ
リットなどが注目されているみたいなので、今後
保育士になるために理解しておきたいです。」
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